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　私たちOYOグループは、これまで様々な災害に対して、被害の
拡大防止や復旧・復興へのお手伝いをしてきました。その度に、こ
のような被害を少しでも防げないものだろうか、もう少しへらすこと
ができないだろうか、と自問自答を繰り返してきました。
　一言で災害といっても、脆弱 (ぜいじゃく)な地質の日本列島で
は洪水や台風といった気象現象によるものや、地震や火山噴火など
の地球の活動によるものなど様々です。また、密集市街地での延焼
火災といった都市構造や地域特性に起因した災害もあります。さら
に災害に伴う避難では、新型コロナウイルスなどの感染症への対応
も同時に求められる厳しい状況に直面しています。
　この小冊子「防災・減災のススメ」は、今後も必ず起こる様々な
災害に対してその原因や対処すべきポイントをわかりやすく記述しま
した。
　「情報を正しく理解し、ひとりひとりが冷静に判断することが大切」
であり、この小冊子が防災・減災を進めていくための啓発資料とし
ての一助になれば幸いです。

※本資料は、2021年８月時点での情報をもとに作成しています。
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日本は災害国

　日本は、風光明媚な国土、温泉や豊富な水資源、そして春夏秋冬で移
り変わる季節など、豊かな自然の恩恵を受けています。しかし、その一
方で、外国に比べて地震・火山災害、風水害、土砂災害などの自然災害
が発生しやすい国土です。
　日本の国土の広さは全世界の１％に満たないですが、全世界の地震の
2割弱が日本で発生しています。また、日本が災害で受けた被害額も、
全世界の被害総額の2割を占めています。このように、日本は、自然災
害が多く発生する環境にあり、まさに『災害国』といえます。

　近年は、異常気象とともに、こ
れらの自然災害が増加し、拡大
する傾向にあります。
　『災害国』の日本で暮らす私た
ちは、まず、自然災害のリスクが
身近に存在することを認識したう
えで、そのリスクに備えることが
必要です。
　なお、この冊子で紹介している
自然災害は、大雨、洪水、土石流、
地すべり、がけ崩れ、雪崩、高潮、竜巻、地震、津波、液状化などです。
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マグニチュード6.0	以上の地震回数
（2010 年～2019	年）

2019 年に発生した世界の主な自然災害の
直接被害額（単位；百万ドル）

※「令和 2年版防災白書」
内閣府をもとに作成

世界
121.3

日本（21.6％）
26.2

世界
1,496回

日本（17.5％）
262

※「災害救助法の適用状況」内閣府ＨＰのデータをもと
　に作成

最近の主な自然災害（災害救助法適用）
2014 年 台風 8・11・12 号（長野・山形・高知・徳島）、

御嶽山噴火（長野）、豪雨（京都・兵庫・広島）、神
城断層地震（長野）、大雪（徳島）

2015 年 口永良部噴火（鹿児島）、関東・東北豪雨（茨城・栃木・
宮城）、台風 21号（沖縄）

2016 年 熊本地震（熊本）、台風１０号（北海道・岩手）、
鳥取県中部を震源とする地震（鳥取）、糸魚川市大
規模火災（新潟）

2017年 九州北部豪雨（福岡・大分）、7月の大雨（秋田）、
台風18・21号（大分・三重・京都・和歌山）

2018 年 豪雪（福井・新潟）、大阪北部地震（大阪）、平成
30 年 7月豪雨（広島、岡山、愛媛、高知ほか）、
8月の大雨（山形）、北海道胆振東部地震（北海道）

2019年 8月の大雨（佐賀）、台風15 号（千葉ほか）、台風
19 号（福島、埼玉、千葉、長野ほか）

2020年 令和２年７月豪雨（山形、長野、熊本、鹿児島ほか）

2021年 7月の大雨（熊本、鹿児島、静岡、神奈川ほか）

※「河川データブック２０２０」
国土交通省をもとに作成
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自然災害のヒントは
「地名」にあり

災害に関連する地名

※「技術ノート（No.39）」一般社団法人東京都地質調査業協会をもとに作成

地域特性 意味・読み 関連漢字 起こりうる
災害

低地湿地 低湿地
池、谷、草、沢、澪、戸、洞、州、鶴、井、泉、
行、滑、沼、代、瀬、島、堰、下、連、窪、久保、
新田	など

液状化
洪水
津波湧水・井戸 川、清水、泉、井、江	など

谷
谷関連 谷津、谷地、谷戸、峡、入、江、沢	など がけ崩れ

土石流
地すべり

窪地 洞、窪、久保	など
谷の上側 山、岳、嶺、峰、曽根、岡	など

がけ がけ、斜面 坂、垂、欠、岸、傾、崩、刈、峡	など がけ崩れ
地すべりがけ関連 日向、日陰、裏、腰	など

崩壊地形

クラ 倉、蔵、鞍、暗（がけ、深い谷、絶壁）など がけ崩れアズ、アツ 小豆、厚、熱、安土（土砂流出のある場所）など
スキ、ツキ 杉、助、管、月、附（土が空く）など 地すべりサル 去、猿、佐礼（ザレ（礫））など

埋立地 ウメ、ウマ 梅、埋、宇目、馬	など
（埋立てた場所、地すべりで埋まった場所） 地すべり

液状化造成地 新しい地名 新田、押切、緑ヶ丘、日の出	など

　自然災害は地域の地形特性ごとに起こりやすい場所があります。例え
ば、山地や台地の斜面では、がけ崩れ・土石流・地滑りの発生に、低地では、
洪水や津波の発生に注意が必要です。宅地の造成などにより、元の地形
が分かりにくくなっている場合も、地名が手がかりとなり、その土地の特
性を知ることができます。
　下の表に示すのは災害に関連する地名の一部です。災害が起こりやす
い地形の名称が残っているところだけでなく、新しい地名がついた造成
地についても、田や谷を埋めて作られた場合には盛土の崩壊や地震によ
る液状化が生じることもあり、注意が必要です。

　災害地名については、上記の他にもさまざまなものがあります。外出
先で災害に遭う場合もあるので、住んでいるところだけでなく、自分や
家族が通う会社や学校のある場所についても、地名の由来を調べてみて
はいかがでしょうか。
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　“人間の影響が大気、海洋及び陸域を温暖化させてきたことには疑う余
地がない”と最新の気候変動に関する研究報告※1では、強い警鐘を鳴ら
しています。21世紀末の日本では、年平均気温が 4.5°C上昇※2する
予測もされています。気候変動への緩和策がとられずに温暖化が進行す
れば、土砂災害や洪水リスクを高める1時間 50mm以上の激しい雨や
強い台風の増加、臨海部の高潮や浸水リスクを高める海面の上昇、海洋
環境の変化をもたらす海面水温の上昇が進むことが危惧されます。

　温暖化の原因は、Co2などの温室効果ガス濃度の増加です。持続可能
な開発目標（SDGs）でも気候変動への対策が求められています。地球
温暖化の防止には、一人ひ
とりが「カーボンニュートラ
ル」の取り組みを進め、太
陽光や風力といった再生可
能エネルギー利用や資源リサイクル等の「自然環境への影響」に配慮し
た活動をより一層加速させる必要があります。また「気候変動に適応する」
取り組みも大切です。自然の驚異は凄まじいものです。どんな自然災害
が発生しうるかを意識した日頃の備えが重要になります。

気候変動・温暖化への
取り組みへ

※1　IPCC（気候変動に関する政府間パネル）第 5次評価報告書
※2　世界の平均気温上昇４°Cシナリオの場合の予測
※3			将来予測まとめ（文部科学省及び気象庁「日本の気候変動 2020－大気と陸・海洋に関する観測・予測

評価報告書－」概要版）より抜粋、再構成

持続可能な開発目標（SDGs）

気候変動による日本の将来予測※3

年平均気温が約1.4°C/約4.5°C上昇

激しい雨が増える

強い台風の割合が増加
台風に伴う雨と風は強まる

海面水温が約1.14°C/約3.58°C上昇

沿岸の海面水位が

約0.39 m/約0.71 m上昇

猛暑日や熱帯夜は
ますます増加し、
冬日は減少する。

温まりやすい陸地に近いことや
暖流の影響で、
予測される上昇量は
世界平均よりも大きい。

※この資料において「将来予測」は、特段の説明がない限り、日本全国について、21世紀末時点の予測を20世紀末又は現在と比較したもの。

21世紀末の日本は、20世紀末と比べ… ※黄色は2°C上昇シナリオ（RCP2.6）、
 　紫色は4°C上昇シナリオ（RCP8.5）による予測

日降水量の年最大値は
約12%（約15 mm）/ 約27%（約33 mm）増加
50 mm/h以上の雨の頻度は 約1.6倍/約2.3倍に増加    
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　大雨や集中豪雨は、洪水や土砂災害を引き起こすことがあります。
　近年、時間雨量50mmを超える短時間強雨の発生件数は、約30 年
前の1.4倍に増えています。また、総雨量1,000mm以上の雨も発生す
るなど、雨の降り方が局地化、集中化、激甚化しています。
　防災気象情報を正しく理解して災害から身を守りましょう。

大雨は増えている

※「大雨や台風に備えて」気象庁、警戒レベル　内閣府・消防庁をもとに作成

・土砂災害の危険度が非常に高まったときは、都道府県と共同で「土砂災害警戒情報」を発表します。
・数年に一度の大雨を観測した場合には「記録的短時間大雨情報」を発表します。
・市町村から避難情報（警戒レベル）が発表されます。

土砂災害の地域に
お住まいの方は
早めに行動を！

気象状況 気象庁の情報 住民の行動など 警戒レベル避難情報等
大雨の数日
～約1日前

大雨の可能性が
高くなる

大雨の半日
～数時間前

雨が降り始める

大雨の数時間前
～2時間程度前

大雨となる

大雨一層
激しくなる

広い範囲で
数十年に
一度の大雨

雨が強さを増す

警報級の可能性

大雨注意報

大雨警報
（土砂災害）

大雨特別警報
（土砂災害）

大雨に関する
気象情報

土
砂
災
害
警
戒
情
報

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

気象情報やハザード
マップを確認 警戒レベル

早期注意報
（気象庁）

大雨・洪水・高潮
注意報

（気象庁）

高齢者等避難

避難指示
＜レベル4までに
必ず避難＞

緊急安全確保

1

警戒レベル

警戒レベル４相当で
発令！

すでに災害発生！

2

警戒レベル3

警戒レベル4

警戒レベル5

最新の情報を把握して、災害に備えた早めの準備を

土砂災害警戒区域等にお住まい
の方は、 地元市町村からの避難
情報に留意するとともに「土砂
災害警戒判定メッシュ情報」を
確認し、速やかに避難

既に重大な災害が発生していても
おかしくない極めて危険な状況
数十年に一度のこれまでに経験した
ことがないような異常事態

高齢者等は避難！

全員避難！

防災気象情報とその効果的な利用
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１時間降水量 50mm以上の年間発生回数
※「水害レポート2020」国土交通省をもとに作成

1976

400
350

500
450

300
250
200
150
100
50
0

1981 1986 1991 1996 2001 2006 2011 2016

（回／年）
約1.4 倍 2011～2020 年

平均 334 回1976 ～1985 年
平均 226 回	
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水害・土砂災害が 10 回以上の市町村：949 市区町村 54.5％
水害・土砂災害が 5～ 9 回の市町村：	436 市区町村 25.0％
水害・土砂災害が 1～ 4 回の市町村：	306 市区町村 17.6％
水害・土砂災害が 0 回の市町村：	50 市区町村 2.9％
（平成 29 年末　全市区町村数）：1,741市区町村 100.0％

※河川事業概要 2021　国土交通省より引用
2008 年から2017年　水害・土砂災害発生状況

　2008 年から2017年の10 年間に約 97％以上の市町村で、水害・土
砂災害が発生しています。豪雨による被害は、広島県広島市安佐南区・
安佐北区での土砂災害（2014 年 8月）、関東・東北豪雨での鬼怒川の
堤防決壊（2015 年 9月）、北海道や岩手県での水害（2016 年 8月）、
福岡県と大分県での河川の氾濫や土石流が発生した九州北部豪雨（2017
年 7月）など毎年のように発生しています。これらは同じ地域に強い雨
が長時間降り続く「線状降水帯」によってもたらされた災害です。
　令和２年７月豪雨と令和 3年 7月の大雨は前線によって、広い範囲で
長時間の記録的な雨量となりました。河川の氾濫、浸水害、土砂災害な
どが発生し、死者・行方不明者が多数となる甚大な災害となりました。

大雨の被害は山にも川にも

出典：水害統計
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　河川が増水した場合、川の水位が堤防を越えることもあるので、洪水
予報に注意して適切な行動をとることが重要です。大きな川には水位に
応じて5段階の危険度レベルが定められています。 自分の街の雨が上
がっても、上流で降った雨で川の水位がさらに上昇することがあります。
　また、堤防は長い年月をかけて大
量の土を盛り立てて造ったものです。
堤防を頑丈にする対策も進められて
いますが、経験の無いような大雨や
越流、地震などによって崩れること
もあります。このため、防災情報に
注意を払い、身を守るために必要な
備えと準備をしておきましょう。

川の水位が堤防を
越えることもある

「指定河川洪水予報の発表基準と発表された場合にとるべき対応」	気象庁 HP
※ 1 市町村が災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル 5 は必ず発令される情報ではありません。
※ 2 避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されることになります。
※ 3  警戒レベル 3 は、高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、危険を感じたら

自主的に避難するタイミングです。

洪水予報の標題（種類）
〇〇川氾濫発生情報
（洪水警報）

〇〇川氾濫危険情報
（洪水警報）

〇〇川氾濫警戒情報
（洪水警報）

〇〇川氾濫注意情報
（洪水注意報）

氾濫の発生（氾濫水の予報※）

氾濫危険水位（レベル４水位）に到達

氾濫水への警戒を求める段階
【警戒レベル５相当】
いつ氾濫してもおかしくない状態
避難等の氾濫発生に対する対応を求める
段階【警戒レベル 4相当】

氾濫の発生に対する注意を求める段階
【警戒レベル 2相当】

避難準備などの氾濫発生に対する警戒を
求める段階【警戒レベル 3相当】

氾濫注意水位（レベル２水位）に到達し、さらに水位の上昇が見込ま
れる場合

発表基準 市町村・住民に求める行動の段階

一定時間後に氾濫危険水位（レベル4水位）に到達が見込まれる場合、
あるいは避難判断水位（レベル3水位）に到達し、さらに水位の上昇が
見込まれる場合

「避難情報に関するガイドラインの改定
（令和 3 年 5月）」内閣府 HP　より

警戒レベル

5

大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

＜警戒レベル４までに必ず避難！＞

早期注意情報
（気象庁）

4
3
2
1

新たな避難情報等

避難指示※2
ひなんしじ

高齢者等避難※3
こうれいしゃとうひなん

緊急安全確保※１
きんきゅうあんぜんかくほ

今後気象状況
悪化のおそれ

気象状況悪化

災害の
おそれあり

災害の
おそれ高い

災害発生
又は切迫
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台風接近で海面上昇「高潮」

　台風が近づいたり、通過する時に、海の潮位（海面）が大きく上昇す
ることがあります。これを高潮といいます。高潮は台風による吸い上げ効
果と吹き寄せ効果が原因で起こるとされています。

台風による高潮の発生

台風や低気圧

風　向

吹き寄せ効果
吸い上げ効果

※「知識・解説　高潮」気象庁 HPをもとに作成

・	吸い上げ効果：	台風の中心付近は、周囲よりも気圧が低いため、海水
を吸い上げるようになって海面が上昇します。大気圧が
１hPa下がると、潮位は約１cm上昇すると言われてい
ます。

・	吹き寄せ効果：	台風による強い風が海岸に向かって吹くと、海水は海岸
に吹き寄せられて海面が上昇します。遠浅の海や、風の
来る方向に開いている湾では、そうした地形により海面
の上昇が起こりやすくなります。
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発達した積乱雲の
上昇気流で発生「竜巻」8
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　気象庁はホームページ
で「竜巻注意情報」や「竜
巻発生確度ナウキャスト」	
を提供しています。

　竜巻は、発達した積乱雲の強い上昇気流により発生する、漏斗状や柱状
の雲を伴う激しい渦巻きです。日本での竜巻の発生は、海上部や沿岸部、
広い平野部で多く、大気が不安定になる夏や秋の午後に多くなっています。
　最近の大きな竜巻被害としては、茨城県つくば市（2012年 5月）、埼玉県
越谷市（2013 年 9月）の被害があります。この竜巻は「スーパーセル」と
呼ばれる発達した巨大な積乱雲により発生しました。「スーパーセル」内には「メ
ソサイクロン」と呼ばれる風向きが反時計回りの小さな低気圧が存在したとさ
れます。積乱雲による突風では、ダウンバーストと呼ばれるものもあります。

竜巻分布図
1961-2015 年
※気象庁ＨＰより

＜竜巻の前兆現象の例＞
・雲の底から地上に伸びる漏斗状の雲が見える。
・飛散物が筒状に舞い上がる。
・ゴーという音がしていつもと違うと感じる。
・気圧の変化で耳に異常を感じる。
<竜巻が間近に迫ったら＞
・	頑丈な構造物の物影に入って身
を小さくする。
・丈夫な机やテーブルの下に入り、
		身を小さくして頭を守る。
・窓やカーテンを閉める。
		シャッターを閉める。
・1階の窓のない部屋へ
		移動する。

スーパーセルの模式図

積乱雲の移動方向
メソサイクロン

冷たい空気

暖かく湿った空気
豪雨と
ダウンバースト

竜巻が発生
しやすい箇所

※「知識・解説　竜巻などの激しい突風とは」気象庁ＨＰをもとに作成
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近年の台風上陸による被害9

　日本列島は、昭和の三大台風とも呼
ばれる、室戸台風（1934 年）、枕崎台風
（1945 年）、伊勢湾台風（1959 年）を
はじめとする台風が幾度も上陸し、甚大な
被害を受けてきました。伊勢湾台風を契機
とした気象衛星の打ち上げなどによる気象
予測技術の進歩は、台風被害による死傷
者の減少に大きく貢献してきています。
　一方で、近年の温暖化による日本近海の海水温の上昇の影響などにより台
風が勢力を減ずることなく日本列島に上陸するケースが頻発するようになって
います。台風の暴風雨による直接的被害に加え、都市部での交通網のマヒ、
広域停電、断水などのインフラへ被害の対応や事前の備えも重要な課題と
なっています。　

※概要および台風経路図は、気象庁および国土交通省のホームページをもとに作成。
（2020 年の上陸台風は、ゼロ）。

近年に日本に上陸した台風の数

2009年

1

6
4
2
0

2013 年

2

2011 年

3

2015 年

4

2017 年

4

2010 年

2

2014 年

4

2012 年

2

2016 年

6

2018 年 2019年

5 5

2020 年
0

2019 年 9月		台風15号による被害
状況（千葉県での電柱などの倒壊）

最近の都市部の主な台風災害 近年の台風の上陸経路
台　風 概要 主な被害状況

台風
第 21号

（2018 年 9月）

西日本から北日本にかけて暴風。
四国や近畿地方で高潮。
風：最大風速 46.5メートル
　　最大瞬間風速 58.1メートル
　　（大阪府田尻町）
高潮：329 センチメートル
　　（大阪府大阪市）

大阪湾沿岸で発生した高潮の影響
で、関西国際空港では滑走路が浸
水。連絡橋も通行止めとなり、利
用客らが孤立した。

台風
第 24号

（2018 年 9月）

南西諸島、西日本・東日本の太平洋側
を中心に暴風。紀伊半島などで高潮。
風：最大風速 26.3メートル
　　最大瞬間風速 45.6メートル
　　（東京都八王子市）

首都圏では鉄道の配電設備に、台
風の影響によって飛散した海水（塩
分）が付着し火災が発生、列車が
運休した。

台風
第15 号

（2019 年 9月）

伊豆諸島や関東地方南部を中心に猛烈
な風、猛烈な雨。
風：最大風速 35.9メートル
　　最大瞬間風速 57.5メートル
　　（千葉県千葉市）

千葉県では送電線鉄塔の倒壊、複数
の電柱の倒壊、倒木などにより大規
模停電や断水が続いた。

台風
第19 号

（2019年10月）

静岡県や新潟県、関東甲信地方、東
北地方の広い範囲で記録的な大雨と
暴風。
風：最大風速	32.6メートル
　　最大瞬間風速	43.8メートル
　　（東京都江戸川区　江戸川臨海）

大雨による災害及び暴風などによ
り、人的被害や住家被害、電気・
水道・道路・鉄道施設などのライフ
ラインへの被害が発生した。また、
航空機や鉄道の運休などの交通障
害が発生した。
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年間約1,000 件も発生、
土砂災害

　土砂災害には､ 土石流、地すべり、がけ崩れ（急傾斜地の崩壊）など
があり、台風や大雨、地震などによって、土砂や大きな石が移動するこ
とにより発生します。
　日本では、近年、平均して毎年1,000 件を超える土砂災害が発生して
います。自然災害による死者・行方不明者のうち土砂災害によるものは
全体の約 4割を占めており、一度発生すると一瞬にして多くの人命や住
宅などの財産を奪ってしまう恐ろしい災害です。
　土砂災害が発生するおそれのある土砂災害危険箇所は日本全国で約
53万箇所に及びます。傾斜が急な山が多く、地質が複雑で、台風や大雨、
地震が多い日本では、土砂災害が発生しやすい環境になっています。

　国や都道府県は被害を防ぐため、土砂災害防止法による土砂災害警戒
区域の指定や、砂

さぼ う
防堰

えんてい
堤などの施設整備を進めています。また、土砂災

害の危険度が高まったときは、土砂災害警戒情報を発表し、警戒を呼び
掛けています。

10

※「土砂災害発生事例」国土交通省 HPのデータをもとに作成

近年の土砂災害発生件数

土石流等 地すべり
がけ崩れ 死者・行方不明者数
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土砂災害
警戒レベル 4で全員避難

　土石流は、谷や山の斜面から崩れた土や石、流木などが、梅雨の長雨
や台風の大雨などによる水と一緒になって、一気に流れ出てくる現象です。
　その速さは、時速 20～40km以上に達し、強い力で人の命や家屋な
どの財産を奪い、道路や鉄道などの交通網にも大きな被害をもたらします。
　天気予報や土砂災害警戒情報、避難情報などに注意を払い、早めに避
難することが必要です。

　前兆現象に気づいたら、急いで安
全な場所に避難しましょう。土石流
災害想定区域においては、通常の木
造家屋の2階以上に移動しても、土
石流によって家屋が倒壊する可能性
があります。
　警戒レベル3、警戒レベル 4まで
に避難を完了しましょう。　
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＜前兆現象＞
•		山鳴りや立木の裂ける音がする。

•		石のぶつかり合う音が聞こえる。

•		雨が降り続いているのに、
		川の水位が下がる。

•		川の水が急に濁ったり、
		流木が流れてくる。
•		泥臭いにおいが漂う。

※政府広報ページより引用
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地すべり、声かけあって避難

　地すべりは、地下水などに起因して、斜面が動きだす現象です。広い
範囲にわたって起こるのが特徴で、家や田畑、道路などの交通網が被害
を受けます。普段は、一日に数mm程度と目に見えないほどの動き方で
すが、突然数mも動くことがあります。また、地すべりによって崩壊し
た土塊が、川をせき止めることもあり、せき止められた水によって上流側
が水没したり、下流側の地域に水が溢れて大きな被害をもたらしたりす
る恐れがあります。
　山腹や周囲の構造物の様子に注意し、急激な変化があれば、急いで
避難することが必要です。

12

　上記のような前兆現象に気づいたら、周囲の人にも知らせ、急いで安
全な場所に避難しましょう。

＜前兆現象＞
•		山腹や地面にひび割れができる。

•		山腹や地面に段差ができる。

•		沢や井戸の水が濁る。

•		斜面や地面から水が吹き出す。

•		建物や電柱、樹木が傾く。

•	井戸や池の水かさが急激に
	 変わる。
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がけ崩れ、早目に避難

　がけ崩れは、斜面の傾斜が 30 度以上である急傾斜地の地表に近い部
分が、雨水の浸透や地震などの影響でゆるみ、突然、崩れ落ちる現象で、
近年では毎年500 件以上発生しています。
　崩れ落ちるまでの時間がごく短いため、人家の近くでは逃げ遅れが発
生し易く、人命を奪うことが多いのが特徴です。
　天気予報や土砂災害警戒情報、避難情報などに注意を払い、早めに避
難することが必要です。
　がけの下側では、崩れた土砂が斜面の高さの2倍（または最大50m）
にあたる距離まで到達する可能性もあります。また、斜面の上側であって
もがけから10m以内であれば、被害を受けることもあるので注意が必
要です。

　上記のような前兆現象に気づいたら、周囲の人にも知らせ、急いで安
全な場所に避難しましょう。避難所への避難が困難な時は、近くの頑丈
な建物の2階以上に避難したり、それも難しい場合は、家の中のがけか
ら離れた部屋や2階などの少しでも安全な場所に移動し、命を守る行動
を心掛けましょう。
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＜前兆現象＞
•	がけから水が吹き出す。

•	がけからの水が濁る。

•	がけに亀裂が入る。

•		小石がパラパラと落ちてくる。

•	がけから音がする。
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大雪は日本中どこでも
（雪害への備え）

　日本は、国土の半分以上が豪雪地帯
に指定されており、約2,000万人もの
人々が豪雪地帯に暮らしています。雪
崩や除雪作業中の事故、運転中や歩
行中の雪道での接触事故など、地域住
民だけでなく、冬山登山やスキー、観
光などで豪雪地帯を訪れる人々も被害
にあっています。また、平成 26 年の
豪雪では、豪雪地帯以外の首都圏をは
じめとした太平洋側の地域でも交通障
害や家屋の倒壊などの多くの被害が発
生しています。全国での雪害による死
者・行方不明者は、最近 30 年の平均
で年 50 名にもなります。雪害は、日
本全国で発生しうる災害といえます。
■大雪により生じる災害
１．除雪中の事故
２．車による雪道での事故
３．歩行中の雪道での事故
４．雪のレジャーでの事故
５．雪崩による事故
６．停電
７．交通障害
８．家屋の倒壊
９．融雪水による災害
（首相官邸 HP 資料の雪害1～ 5項目に
6～ 9項目を加筆）

日本国内では、どこでも大雪への備え
が大切です。
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首都圏での大雪による交通障害
（八王子市）

「平成 26 年 2 月大雪 (14・15日 )」八王子の
記録より

雪害による被害者数
内閣府「令和 3 年度版　防災白書」より作成
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50.1 人（H5～ R2平均）

豪雪地帯・特別豪雪地帯の指定域
国土交通省資料（令和 3 年 4月1日現在）より

豪雪地帯　532
特別豪雪地帯　201
数字は市町村数（うち特豪）

関東地方	17(1)

中部地方	34(14)
中国地方	41(－ )

近畿地方	19(1)

北陸地方	81(30)

東北地方	161(69)

北海道地方	179(86)
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発生時期や発生条件の異なる
「雪崩」に注意

　日本国内での雪害のなかで、注意が必要な事象の一つが雪崩です。雪
崩は1～3月を中心に発生し、死者・行方不明者を伴う被害が頻繁に起
きています。　雪崩には、厳冬期に多く発生する表層雪崩と、春先に多
く発生する全層雪崩があります。前兆現象として、雪

せっ ぴ
庇、巻だれ、スノー

ボール、クラックなどがあり、それらに対しては注意が必要です。
　集落を対象とした雪崩危険箇所（人家 5戸以上）は、全国に2万箇所
以上もあり、雪崩対策事業が行われています。

　雪崩は、山岳地だけでなく、里山、道路斜面などでも発生します。大
雪に備えて、雪崩の危険性に対する知識や気象情報の入手、緊急連絡先
や危機管理体制を整えておくことが大切です。
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火山
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15

表層雪崩と全層雪崩の違い
※国土交通省ホームページをもとに作成

種別 表層雪崩 全層雪崩

概要

古い積雪面に降り積もった新雪が滑り
落ちる

斜面の固くて重たい雪が、地表面の上を
流れるように滑り落ちる

主な発生時期 低気温で降雪が続く1～2月の厳寒期 気温が上昇する春先の融雪期

速度 時速100 ～200km（新幹線並み） 時速 40 ～ 80km（自動車並み）

発生しやすい
条件

・	気温が低く、かなりの積雪の上に、
短時間に多量の降雪があったとき
・急傾斜で・・・⇒そのまま
・氷点下が続き、吹雪や強風のとき

･過去に雪崩が発生した斜面など	
･	春先や降雨後、フェーン現象などによる
気温上昇時	
･	斜面に積雪の亀裂ができている場所など

すべり面
新雪

積雪

すべり面
新雪

積雪
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日本は地震が
多くてあたりまえ

　地球の表面は十数枚の巨
大な板状の岩盤「プレート」
に覆われています。日本列
島の下では 4 枚のプレート
がぶつかり合っています。
　それぞれが違う方向に年
間数 cmの速度で動いてい
て、プレートの動く方向など
の違いによって岩盤中に大
きなひずみが蓄えられ、そのひずみを解消しようとして地震が発生します。
　日本の下では、陸のプレートが海のプレートに引きずり込まれ、その
力に耐えきれず跳ね上がろうとする時に海溝型地震が発生します。また、
内陸の活断層で発生する地震も、陸のプレート内に蓄えられたひずみが
原因で起こります。

陸のプレート

海のプレート

海のプレート
の沈み込み

海溝型地震
内陸の活断層で発生する地震

プレート境界で発生する地震

プレート内で発生する地震

海溝型地震
・南海地震
・東南海地震
・平成15年（2003年）十勝沖地震
・平成23年（2011年）東北地方太平洋沖
　　　　　　　　　   地震　など

・平成7年（1995年）兵庫県南部地震
・平成16年（2004年）新潟県中越地震
・平成20年（2008年）岩手・宮城内陸地震
・平成28年（2016年）熊本地震　など

内陸の活断層で発生する地震

太平洋
プレート

北米プレート

ユーラシア
プレート

フィリピン海
プレート

南海ト
ラフ

相模トラフ

千島
海溝

日
本
海
溝

伊豆
小笠原
海溝

陸のプレート

海のプレート

海のプレート
の沈み込み

海溝型地震
内陸の活断層で発生する地震

プレート境界で発生する地震

プレート内で発生する地震

海溝型地震
・南海地震
・東南海地震
・平成15年（2003年）十勝沖地震
・平成23年（2011年）東北地方太平洋沖
　　　　　　　　　   地震　など

・平成7年（1995年）兵庫県南部地震
・平成16年（2004年）新潟県中越地震
・平成20年（2008年）岩手・宮城内陸地震
・平成28年（2016年）熊本地震　など

内陸の活断層で発生する地震

太平洋
プレート

北米プレート

ユーラシア
プレート

フィリピン海
プレート

南海ト
ラフ

相模トラフ

千島
海溝

日
本
海
溝

伊豆
小笠原
海溝
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※「地震を正しく恐れる」地震調査研究推進本部をもとに作成

日本列島周辺のプレート　

日本列島周辺で発生する地震のタイプ
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日本海溝日本海東縁

日
向
灘

駿
河
ト
ラ
フ

千島海溝

南西諸島
　海溝

1 千
島海
溝沿
い

6 

日
向
灘
お
よ
び
南
西
諸
島
海
溝
周
辺

2 

三
陸
沖
か
ら
房
総
沖

3 

日
本
海
東
縁
部

4 相模トラフ沿い

5 南海
トラフ

　日本を囲む海には6つの海溝型地震が発生する領域があります。そし
て、日本の陸地には 2,000 以上の活断層が確認されています。
　活断層とは、将来、活動をすると考えられる断層をいいます。地震調
査研究推進本部では、114 断層帯を「主要活断層帯」としています。
　この他に確認されていない活断層もあり、どこで地震が起きてもおか
しくありません。

主要活断層帯
※	「主要活断層の評価結果」地震調査
研究推進本部 HPをもとに作成

海溝型地震の発生可能性評価領域
※	「海溝型地震の長期評価」地震調査

研究推進本部ＨＰより引用

櫛形山脈断層帯

阿寺断層帯

琵琶湖西岸断層帯

安芸灘断層帯

宍道（鹿島）断層

日奈久断層帯

福智山断層帯
菊川断層帯

弥栄断層

山形盆地断層帯

サロベツ断層帯

庄内平野東縁断層帯

新庄盆地断層帯

黒松内低地断層帯

砺波平野断層帯・呉羽山断層帯

十日町断層帯
森本・富樫断層帯

高山・大原断層帯
糸魚川－静岡構造線断層帯
三浦半島断層群

塩沢断層帯

高田平野断層帯

警固断層帯
雲仙断層群

境峠・神谷断層帯
木曽山脈西縁断層帯

奈良盆地東縁断層帯

上町断層帯
中央構造線断層帯

富士川河口断層帯

周防灘断層帯

17
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どこで起きても
おかしくない地震

凡例
Sランク（高い）：30年以内の地震発生確率が 3％以上
Aランク（やや高い）：30年以内の地震発生確率が
　　　　　　　　	0.1～3％
Zランク：30年以内の地震発生確率が0.1％未満
Xランク：地震発生確率が不明
	※どのランクも、すくに地震が起こることが否定できない
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18 揺れ方で被害が異なる

　地震の揺れのうち、ゆったり長く揺れる震動のことを長周期地震動と
いいます。揺れの繰返し周期が 2～20 秒程度の震動をさします。建物
には、構造や高さにより、最も揺れやすい周期（固有周期）があります。
地震により固有周期に近い揺れが建物に加わると共振が起きやすくなり
ます。塀は 0 ～ 0.5 秒の周期で壊れやすく、戸建てなど低層の建物は
1～2秒程度の周期、高層ビルでは 2秒以上の周期が揺れやすいといわ
れています。

　長い周期の地震波は、短い周期の地震波に比べて遠くまで伝わりやす
く、長周期地震動による被害は、震源から遠く離れた大規模な平野や盆
地でも発生するのが特徴です。
　2011年東北地方太平洋沖地震では、約800km離れた大阪市咲洲の高
層ビルにおいて、長周期地震動によるエレベータ被害が発生しています。

高層ビルの揺れの周期（秒）＝0.02～ 0.03×高さ（ｍ）程度と言われています。
この計算式によると、高さ200mの高層ビルの揺れの周期は 4～ 6 秒程度です。

高層ビル
（大きく長い揺れ）

普通のビル
（小さく短い揺れ）

※「知識・解説　長周期地震動とは？」気象庁 HPをもとに作成
長周期地震動による高層ビルの揺れ方
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怖いのは「揺れ」だけではない

三つの大震災における犠牲者の方々の死因について
※「東日本大震災記録集」消防庁（平成 25 年 3月）をもとに作成

※東日本大震災の被害数は、消防庁災害対策本部（第159 報）平成 31年 3月 8日情報による

地震 東日本大震災 阪神・淡路大震災 関東大震災

地震
の
概要

発生日時 2011年 3月11日
14 時 46 分

1995 年1月17日
5 時 46分

1923 年 9月1日
11時 58分

マグニチュード 9.0 7.3 7.9
地震の種類 海溝型地震 内陸型地震 海溝型地震
震源と深さ 三陸沖　24km 淡路市　16km 相模湾北西部
津波 あり なし あり

液状化の被害 あり あり あり
人の
被害 死者・行方不明者 22,252 人 6,437人 105,385人

建物
被害

全壊 121,995 棟 104,906 棟 372,659 棟
半壊 282,939 棟 144,274 棟 （一部損壊を含む）

　東日本大震災、阪神・淡路大震災、関東大震災では、地震発生の様子
と被害発生の様子に、それぞれ違いがあります。犠牲者の死因は、東日
本大震災では津波による溺死、阪神・淡路大震災では家屋倒壊による圧
死、関東大震災では火災による焼死が最も多かったことがわかっています。
　今後の大地震に対して、海沿いでは津波、市街地では家屋倒壊や地震
火災にも備えが必要です。

◆ 東日本大震災 ◆ 阪神・淡路大震災 ◆ 関東大震災

13％

91％ 83％ 87％

死因
津波

建物倒壊

火災

その他

津波 火災建物倒壊
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　日本には地震防災対策上多くの課題を抱える密集市街地が全国各地に
存在します。1995	年阪神・淡路大震災では、同時多発火災が発生し、
建物の倒壊による道路閉塞や断水が原因で、十分な消火活動を行うこと
ができないまま広い範囲が焼失しました。国土交通省では、こうした密
集市街地を「地震時等に著しく危険な密集市街地」と定義して、解消と
それにあわせた地域防災力の向上に資するソフト対策を強化しています。

　また、近年の大規模地震の出火原因は電気が最も多く、阪神・淡路大
震災と東日本大震災における地震火災は、60 ～ 65％が電気に起因して
いるという報告がなされています。電気に起因した火災の防止対策とし
ては、感震ブレーカーなどの設置が有効と考えられています。
　密集市街地は、地震時に限らず、気象条件次第で大火となる危険性も
あります。

密集市街地は
地震火災に注意

「地震時等に著しく危険な密集市街地」の区域図例（左：東京都、右：大阪府）
※「「地震時等に著しく危険な密集市街地」について」国土交通省 HPより引用

：地震時等に著しく危険な密集市街地
（令和 3 年 3月時点）

東京都 大阪府

液状化

津波

火山

土砂災害

風水害

雪害

地震

気候変動
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　2013 年に公表された中央防災会議による最新の想定では、都心南部
直下で地震が発生した場合、マグニチュード7.3（関東大震災の8分の1
程度の規模）であっても、首都圏の広い範囲で震度 6弱を超える大きな
揺れに見舞われる可能性があります。
　首都直下地震の例として、1855 年安政江戸地震があります。江戸の
下町を中心に、建物倒壊、火災発生により多くの犠牲者が出ました。

首都直下地震
日頃の備えと安全の確保21

　首都圏では、建物の倒壊、火災、ライフラインの甚大な被害のみならず、
帰宅困難者が多く発生することが懸念されています。キーワードは、「む
やみに移動を開始しない」。東京都は、救護活動を優先し、交通を確保
する目的で、発災後3日程度は会社などにとどまることを推奨しています。
　日頃の備えとして、非常食や日用品の備蓄、家具・備品の固定による
転倒防止対策、消火器や感震コンセントの設置などが必要です。

震度7
震度 6 強
震度 6弱
震度 5 強
震度 5弱
震度4以下

凡	例

震度分布（都心南部直下地震） 被害の概要
（冬・夕	風速 8m/秒のケース）

◆建物全壊・焼失棟数
約61万棟

◆死者数
約2.3万人

揺れ
29％

2％

67％

液状化
4％

急傾斜地
崩壊
0 . 2％

急傾斜地
崩壊
0 . 3％

火災焼失

ブロック塀倒壊等

28％

70％

建物倒壊

火　災

負傷者数　約12.3万人
被害額　約95.3兆円

◆建物全壊・焼失棟数
約182万棟

◆死者数
約32万人

液状化
7％

津波 8％

火災焼失 
11％

25％
建物倒壊

火災 3％

揺れ
74％

津　波 
71％

◆ 東日本大震災 ◆ 阪神・淡路大震災 ◆ 関東大震災

溺　死

圧死・損傷死
その他　

圧死・損壊死・その他

焼死 1％　　

13％

不詳 4％

91％ 83％

11％

1％

87％

4％

不詳 4％

焼死

火　災

家屋全壊

工場等の被害

流失埋没 1％

※「首都直下地震の被害想定と対策について（最終報告）
	(平成 25 年12 月19 日発表）」内閣府をもとに作成
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南海トラフ地震
日頃の備えと避難行動計画

　南海トラフは、東海から西日本の太平洋岸沖合にある海底の溝状の地
形を形成する区域のことです。ここで、巨大地震が起こると、関東から
中部、関西、四国、九州にかけて広い範囲で強い揺れと、巨大な津波が
発生します。南海トラフの巨大地震としては、1707年宝永地震、1854
年安政東海地震・安政南海地震、1944 年東南海地震、1946 年南海地
震などが知られています。

　最大規模の津波を想定した場合には、高さ10ｍ以上の巨大な津波が
13都県にわたる広い範囲に襲来し、津波による被災者が、最大で20万
人以上発生するという想定結果が公表されています。警報発令時に、迅
速な避難ができるように、行動計画を決めておくことが必要です。
　また、直接津波の被害を受けなくても、広範囲にわたり大規模な被害
が発生することが想定されているため、救援の到着までにこれまでの災
害以上の時間がかかる可能性もありますので、食料・日用品などの備蓄が
必要です。

静岡
10.9 万人

和歌山 8万人

10万人～

～1000人

1万人～10万人
1000人～1万人

南海
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　本
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　崎
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高
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香
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徳
　島
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広
　島
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　山
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兵
　庫

大
　阪
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ょ
部

区
部

千
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東京
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0

40
30
20
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茨
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都府県別の想定津波高
（各都府県内で津波高が最大になる市町村の数値）

南海トラフ地震の想定死者数
（冬の深夜発生、風速 8ｍ/秒の場合の最大値）

※「南海トラフの巨大地震モデル検討会（第二次報告）
　（平成 24 年 8月29 日発表）」内閣府をもとに作成
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液状化

津波

火山

土砂災害

風水害

雪害

地震

気候変動

被害の概要
（冬の深夜発生、風速 8m/秒の場合の

最大値）

◆建物全壊・焼失棟数
約61万棟

◆死者数
約2.3万人

揺れ
29％

2％

67％

液状化
4％

急傾斜地
崩壊
0 . 2％

急傾斜地
崩壊
0 . 3％

火災焼失

ブロック塀倒壊等

28％

70％

建物倒壊

火　災

負傷者数　約12.3万人
被害額　約95.3兆円

◆建物全壊・焼失棟数
約182万棟

◆死者数
約32万人

液状化
7％

津波 8％

火災焼失 
11％

25％
建物倒壊

火災 3％

揺れ
74％

津　波 
71％

◆ 東日本大震災 ◆ 阪神・淡路大震災 ◆ 関東大震災

溺　死

圧死・損傷死
その他　

圧死・損壊死・その他

焼死 1％　　

13％

不詳 4％

91％ 83％

11％

1％

87％

4％

不詳 4％

焼死

火　災

家屋全壊

工場等の被害

流失埋没 1％
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日本海溝・千島海溝地震
巨大地震への備えとハザードマップ23

　南海トラフ、首都直下に引き続き、国では日本海溝・千島海溝沿いに
ついても、最大クラスの地震・津波の想定を2020 年に公表しました。
　津波堆積物調査によると、最大クラスの津波は 3～4百年周期で発生
しており、最後に発生したのは17世紀である可能性を示しています。経
過時間を考慮すると、災害の発生が切迫している状況にあります。
　岩手県より北部を対象とした想定では、北海道えりも町で最大 28m
程、青森県八戸市で最大 25m超の津波が押し寄せ、各地で浸水域が広
がり、厚岸町で震度 7相当の揺れが発生するとされています。ハザード
マップの作成、公表により住民に自然災害リスクを周知することが必要
になってきます。
　今後、被害想定・防災対策が検討されますが、被害の中心が東北地方
や北海道となることから、防災・減災に向けて、寒冷地の気候・地域的
特性を考慮することが重要です。

液状化

津波

火山

土砂災害

風水害

雪害

地震

気候変動

【参考】
内閣府	日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震モデル検討会 ,	2020,	日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震モデルの検討について
http://www.bousai.go.jp/jishin/nihonkaiko_chishima/model/index.html

想定される沿岸での津波の高さ

宮古市

八戸市
石巻市

相馬市

えりも町

厚岸町

根室市

北茨城市旭市

震源範囲

日本海溝モデル
千島海溝モデル

16m 30m
26m

震源範囲

7m7m
28m

21m

22m

13m

http://www.bousai.go.jp/jishin/nihonkaiko_chishima/model/
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耐震基準に活かされている
地震の教訓24

　建物が地震に対して安全かどうかは、建築された年代がヒントになり
ます。
　1978 年の宮城県沖地震の被害を踏まえて1981年に新しい耐震基準
が導入されました。その後、1995 年の阪神・淡路大震災や2004 年の
新潟県中越地震などの被害を踏まえた改正が行われ、耐震基準は強化さ
れてきました。
　熊本地震による木造の建築物被害と建築時期との関係をみると、現在
の耐震基準を満たさない1981年 6月以前の建物に被害が多く、木造の
構造関係技術基準が改訂された2000 年 6月以降の木造建物では6割
が無被害でした。

　国や都道府県では、建物の耐震化を進めるため、耐震改修促進計画
を策定し、耐震診断や耐震改修にかかる住民の負担を軽くするための
様々な支援制度を設けています。詳しくはお住まいの地方公共団体の住
宅・建築担当窓口へお問い合わせください。また、新耐震基準の建物で
もすでに30 年経過したものもあり、日頃からきちんと建物の保全をする
ことが大切です。

液状化

津波

火山

土砂災害

風水害

雪害

地震

気候変動

※「熊本地震における建築物被害の原因分析を行う委員会報告書」国土交通省をもとに作成

◆ ～1981年5月
（759棟）

◆ 1981年6月～2000年5月
（877棟）

◆ 2000年6月～
（319棟）

39
（5.1％）

76（8.7％） 7（2.2％）85
（9.7％）

12
（3.8％）

373
（49.1％）133

（17.5％）

214
（28.2％）

179
（20.4％）

196
（61.4％）

104
（32.6％）

537
（61.2％）

無被害 大破 倒壊・崩壊軽微・小破・中破

木造の建築時期別の被害状況
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津波は、
警報が出たらすぐ避難

　津波の高さは、海岸付近の地形によって変わります。津波は海岸に打
ち寄せるだけではなく、陸地や川を駆け上がる（遡

そ
上
じょう
する）こともあります。

岬の先端やＶ字型の湾の奥などの特殊な地形の場所では、複数の波が重
なって著しく高い波になるため、特に注意が必要です。

　津波注意報が出たら、海岸から離れて下さい。津波警報、大津波警報
が出たら、非常事態であることを認識し、すぐに避難しましょう。

　津波は海岸で反射を繰り返すことで何回も押し寄せたり、違う方向に
進む複数の波が重なって著しく高い波となったりすることがあります。こ
のため、最初に到達した波が一番高いとは限らず、後で来襲する波の方
が高くなることもあります。海岸からできるだけ遠くに避難して時間が
たっても津波警報などが出ている間は戻ったりせず、さらに遠くて高いと
ころに避難する心構えをしておきましょう。

津波警報の種類と予想される津波の高さ

津波発生のしくみ

分　類
予想される津波の高さ

高さの区分 発表される津波の高さ
数値での発表 巨大地震の場合の発表

大津波警報
10m 〜 10m 超

巨大5m 〜 10m 10m
3m 〜 5m 5m

津波警報 1m 〜 3m 3m 高い
津波注意報 0.2m 〜 1m 1m （表記しない）
注意：巨大地震の場合は、数値での津波の高さの発表はありません。

※「津波警報が変わりました」気象庁をもとに作成
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液状化

津波

火山

土砂災害

風水害

雪害

地震

気候変動

地震発生

※「知識・解説　津波発生と伝播のしくみ」
気象庁HPをもとに作成

地震発生

※	「地震を正しく恐れる」地震調査研究
推進本部をもとに作成

高い波になりやすい地形
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液状化による被害状況
（北海道胆振東部地震：2018 年）

上：液状化により傾倒した建物
下：浮き上がったマンホール

　液状化とは、地震により地盤が揺すら
れ、それまでしっかりしていた地盤が泥水
のように軟らかくなってしまう現象です。
液状化は、ゆるく堆積した砂地で、地下
水が浅い地盤で発生します。このような
条件を満たす場所は、埋立地や干拓地、
旧河道（昔、川だったところ）、自然堤防
や砂丘のきわ、三角州など河川周辺や沿
岸部に多くあります。さらに、2011年東
北地方太平洋沖地震では、内陸部であっ
ても、沼地や池だったところを埋め立てた
場所などで液状化による被害が発生しま
した。また、過去の地震で液状化した場
所は、再び液状化する危険性があります。
そのため、地形や過去に液状化が起こっ
た場所を知っておくことも、大変重要です。

液状化のヒントは
「地形」と「過去」26

液状化

津波

火山

土砂災害

風水害

雪害

地震

気候変動

扇状地

丘陵

山麓

干拓地

山地

台地

自然堤防のきわ

三角州 埋立地

旧沼地・旧池

旧河道

液状化しやすい地形
特に液状化しやすい地形

氾濫平野 氾濫平野
後背湿地

液状化しやすい地形
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火山噴火の影響は、
広範囲・長期間27

　日本には111の活火山があります。このうち50火山では、防災のた
めに常時観測がおこなわれています。さらにそのうち、48火山で噴火警
戒レベルが決められています。
　火山は、北海道～中部地方、九州地方に分布しています。噴火の際の
溶岩流、火砕流、噴石の飛散などによる被害のほかに、広範囲に火山灰
が降り積もること（降灰）も被害をもたらします。5mm程度の降灰でも、
雨が降ると、道路が通行不能になるともいわれています。このため、一
度火山が噴火すると、長期間、広範囲に被害が及ぶ可能性があります。

液状化

津波

火山

土砂災害

風水害

雪害

地震

気候変動

種別 名称 レベル（キーワード）

特別
警報

噴火警報
（居住地域）

又は
噴火警報

5 避難

4 避難準備

警報
噴火警報
（火口周辺）

又は
火口周辺警報

3 入山規制

2 火口周辺規制

予報 噴火予報 1 活火山であることに
留意

※「知識・解説　噴火警戒レベルの説明」気象庁 HP
　	をもとに作成

噴火警戒レベル

雌阿寒岳

アトサヌプリ

樽前山
倶多楽

北海道駒ヶ岳

岩手山
秋田駒ヶ岳

蔵王山
吾妻山

那須岳

浅間山
箱根山
伊豆東部火山群
伊豆大島
三宅島
八丈島
青ヶ島

富士山

阿蘇山
鶴見岳・伽藍岳

霧島山
（硫黄山、新燃岳、御鉢）

口永良部島
諏訪之瀬島

薩摩硫黄島
桜島

雲仙岳

九重山
御嶽山

焼岳白山

草津白根山
（白根山、本白根山）

日光白根山

新潟焼山

磐梯山
鳥海山

安達太良山

秋田焼山
岩木山

有珠山

恵山

十勝岳

※「知識・解説　噴火警戒レベルの説明」気象庁 HPをもとに作成
噴火警戒レベルが運用されている火山
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ハザードマップ

災害リスクを知って、適切な避難へ
−感染症予防にも配慮した在宅避難も視野に−

　風水害、土砂災害、地震・津波は、特に身近で誰にでも起こりうる災害です。
これらの災害から身を守るためには、災害に応じた避難の方法が大切です。
 風水害に対する避難
　最近の天気予報は正確です。台風や前線による大雨は、数日前から予測され、
注意報や警報が発令されます。事前に予測できる唯一の災害と言えるかもしれ
ません。普段からハザードマップで浸水予測や避難所を確認し、警報が出たら
速やかに避難を開始しましょう。
 土砂災害に対する避難
　多くは、雨が引き金となって発生します（地震でも発生します）。風水害と同様、
気象情報に基づいて早めの避難をしましょう。土砂災害ハザードマップは、住
宅や公共施設などを対象とした土砂災害警戒区域を示したものが多いようです。
避難経路にあたる道路沿いの危険斜面は表示されていない場合もありますので
注意が必要です。
 地震・津波に対する避難
　天気予報と違い、事前の予測が難しいのが地震です。予測ができませんので、
避難所の確認、非常持出し品準備、家具の固定など、とにかく日ごろからの備
えが大切です。また、津波は、到達までに時間のかかる地域もあります。地震
が起きたら落ち着いて、海岸から離れ、高いところに逃げましょう。
 これからの避難のかたち
　避難所に行くことがベストとは限りません。水害や土砂災害では建物上の階に
逃げる垂直避難が有効なときもあります。津
波の避難先はとにかく高いところです。感染
症予防を考えれば、密を避けるために、友人
や親せきの家に避難するなどの分散避難が良
い場合もあります。また、避難の際にも感染
症対策を忘れないようにしましょう。
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ハザードマップ

「危険」を知ろう
ハザードマップは公表されている

　どのような災害が起きやすいのか、安全な場所はどこか調べておき
ましょう。国土交通省は、ハザードマップのポータルサイトを開設してい
ます。日本全国の市町村が作成したハザードマップ（洪水、内

ないすい
水、高潮、

津波、土砂災害、火山、ゆれやすさ、液状化）を閲覧することができます。
また、ハザードマップの情報を地図や写真に重ねて表示することができ
ます。防災に役立つ地理情報や、道路防災情報も閲覧できます。

　身のまわりで起きやすい災害と安全な場所が分かったら、安全に避難
できる避難経路について、家族や地域の方と確認しておきましょう。

※国土交通省ハザードマップポータルサイトより引用
https://disaportal.gsi.go.jp/index.html

https://disaportal.gsi.go.jp/
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　身の回りの災害リスクを知るために、ハザードマップであなたの家の周
りについて調べてみましょう。
□　洪水　（洪水によって想定される浸水深	 ｍ）
□　内

ないすい
水　（内

ないすいはんらん
水氾濫※した場合の浸水深	 ｍ）

□　高潮　（高潮が発生した場合の浸水深	 ｍ）
□　津波　（津波によって想定される浸水深	 ｍ）
□　土砂災害
　　□　土砂災害警戒区域・特別警戒区域
　　□　土石流危険渓流
　　□　急傾斜地危険箇所
　　□　地すべり危険箇所
　　□　雪崩危険箇所
□　ゆれやすさ（想定震度　　　　　　　）
□　液状化の危険度　（液状化の危険度　　　　　　　）

ハザードマップで確認しよう

緊急時の連絡先・避難場所
家族との連絡先

緊急時の避難場所

運転免許証・各種証書類の番号控え

TEL

TEL

TEL

TEL

運転免許証No.

水害時の避難場所
地震時の避難場所

※内水氾濫：降った雨を排水処理できなくなり、土地、道路、建物などが水につかってしまうこと。
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貴重品類

女性

非常食品

避難用具

衣料品

救急用具

生活用品

衛生用品 (感染症対策 )

その他

□	生理用品
□	防犯ブザー	
□	ブラシ・櫛	
□	おりものシート
□	鏡	
□	化粧品
□	髪の毛をくくるゴム
□	サニタリーショーツ
□	中身の見えないゴミ袋

□	乾パン
□	缶詰
□	栄養補助食品
□	飴・チョコレート
□	飲料水

□	懐中電灯（一人一つ）
□	携帯ラジオ
			（FM・AM両方聴けるもの、
				ライト付き等の複合機）
□	予備の乾電池
□	ヘルメット・防災ずきん

□	下着・靴下
□	長袖・長ズボン
□	防寒用ジャケット
□	雨具

□	お薬手帳（写）
□	胃腸薬・便秘薬・持病の薬
□	救急箱
　（中身の内容は以下 8点）
□	消毒薬
□	傷ぐすり
□	脱脂綿
□	包帯
□	ガーゼ

□	マスク
□	アルコール消毒液
□	消毒液・ウェットティッシュ
□	体温計
□	トイレットペーパー・ティッシュペーパー
□	歯ブラシ・歯磨き粉（歯磨きシート）
□	タオル
□	ハンドソープ
□	除菌シート
□	スリッパ

□	携帯用カイロ
□	履き慣れた靴
□	ロープ（10ｍ程）
□	レジャーシート

（最低３日分の食料
そのまま食べられる
もの、1日成人３L、
1200kcal）

（衣類は動きやすい
	もの）

□	現金（10円玉　公衆電話用）
□	預金通帳
□	保険証	
□	免許証	
□	印鑑
□	携帯電話の充電器・予備バッテリー

（通帳番号を控えた
	メモまたはコピー）

□	厚手の手袋
□	毛布
□	缶切り
□	ナイフ
□		携帯用トイレ
□	ライター・マッチ

万能ナイフでも可

□	ばんそうこう
□	ハサミ
□	体温計

□	ゴミ袋
□	使い捨て手袋

　非常用持出袋に入れて、　玄関などに置きましょう
非常用持出品チェックシート［「非常用持出品チェックシート」消防庁をもとに作成］
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高齢者

ママ・妊婦

ペット

介護者

要配慮者

外国人

□	大人用おむつ
□	紙パンツ
□	入れ歯	
□	入れ歯洗浄剤
□	健康保険証（写）
□	介護用品
□	老眼鏡
□	補聴器（補聴器の予備電池）
□	折りたたみの杖
□	折りたたみ椅子
□	高齢者手帳（コピー）

□	紙おむつ
□	おしりふきブランケット
□	母乳パット
□	おもちゃ（音が鳴らないのがベスト）
□	紙コップ・スプーン
□	おんぶ紐・抱っこ紐
□	健康保険証とこども医療受給者証のコピー
□	母子健康手帳
□	子どもの衣類
□	哺乳瓶
□	母乳ケープ
□	ガーゼハンカチ
□	出産準備品
□	離乳食	
□	粉ミルク

［優先順位１（命や健康にかかわるもの）］
□	療法食	
□	5 日分以上のフード・水
□	予備の首輪・リード（伸びないもの）
□	食器
□	ガムテープ
［優先順位２（飼い主と犬の情報）］
□	飼い主の連絡先
□	ペットの写真
□	ワクチン接種状況
□	既往症・健康状態	
□	かかりつけの動物病院
［優先順位３（ペット用品）］
□	ペットシーツ
□	排泄物の処理道具
□	タオル
□	ブラシ	
□	おもちゃ
□	洗濯ネット（猫の場合）
□	トイレ用品（猫の場合は使い慣れた
　	　　　　　　　　　　　　　トイレ砂）

□	大人用おむつ
□	おむつ用ビニール袋
□	尿取りパッド
□	おしりふき
□	介護食	
□	簡易トイレ・据え置き式様式トイレ
□	防犯ブザー・ナースコール	
□	義歯洗浄剤□	お薬手帳	

□	健康保険証
□	介護者保険被保険者証
□	障害者手帳
□	心身障碍者医療費受給資格者証	
□	特定医療費受給者証
□	くすり（最低 3日分、できれば 1週間分）
□	医療機器

□	スプーン・フォーク	
□	ストール	
□	宗教上の理由に関わらず食べられるもの

□	飲料水（軟水）
□	アレルギー対応食
□	妊婦用下着
□	妊婦用衣類

　非常用持出袋に入れて、　玄関などに置きましょう
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あるといいもの、持ち出せる重さで準備

貴重品類

生活用品

その他

□	家・車の鍵	
□	証書類	（番号を控えたメモまたはコピー）
□	家族の写真	 	
□	予備のメガネ	
□	携帯電話（充電器・
　　　　　　	予備バッテリー）
□	現金
□	キャッシュカード
□	緊急連絡先を書いたもの	

□	給水袋	（折りたためるもの、	運べる大きさ）
□	ポリ袋（サイズ違いで）
□	紙の食器（皿・コップ）
□	箸（割り箸可）
□	洗面用具

□	筆記用具（メモ帳、ペン）
□	油性マジック
□	ロウソク
□	布ガムテープ
□	ホイッスル・笛
□	新聞紙
□	サバイバルブランケット
			（エマージェンシーブランケット）
□	安全ピン
□	毛抜き
□	虫よけグッズ

災害復旧までの数日間を自足できるように準備しておくもの
備蓄品チェックシート［「備蓄品チェックシート」消防庁をもとに作成］

食料品

生活用品

□	レトルト食品（ごはん・おかゆ	など）
□	アルファ米	
□	カップ麺	
□	カップみそ汁	
□	飲料水（１日３ℓ×３日分）

□	給水用ポリタンク
　（日頃から水を溜めておく）
□	カセットコンロ
□	カセットボンベ
□	トイレットペーパー
□	ティッシュペーパー	
□	ウェットティッシュ	
□	ラップフィルム

□	紙皿
□	紙コップ	
□	割りばし
□	簡易トイレ（できれば 1週間分）
□	水のいらないシャンプー
□	ビニール袋（透明でないもの）
□	ロープ
□	工具セット	
□	ほうき・ちりとり
□	ランタン
□	長靴
□	携帯バッテリー
□	ライター
□	洗面具
□	携帯型ラジオ
□	懐中電灯
□	ゴミ袋

非常用持出品チェックシート［「非常用持出品チェックシート」消防庁をもとに作成］

あるといいもの

□	口内洗浄液
□	水のいらないシャンプー
□	基礎化粧品
□	保冷保温が効く水筒	
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災害復旧までの数日間を自足できるように準備しておくもの

食料品

生活用品

生活用品（感染症対策）

□	スープ	
□	野菜ジュース
□	菓子類

□	寝袋
□	カセットボンベ
□	スプーン	
□	フォーク

（１週間分準備）
□	寝袋	
□	スプーン		
□	フォーク
□	除菌消臭スプレー
□	消毒液・ウェットティッシュ
□	スリッパ（避難所で使用）
□	古新聞紙
□	段ボール
□	蚊取り線香
□	クーラーバック
□	保冷剤

（夏場に備える）

常時携行品チェックシート［「常時携行品チェックシート」消防庁をもとに作成］

あるといいもの

外出時に被災する場合もあるので、
常に身につけておくもの

寝室用準備品
（就寝時のいざという時のために）

会社など用準備品
（会社などで被災した時のために）

□	懐中電灯（コンパクトで軽いもの）
□	携帯ラジオ
□	笛・ホイッスル
□	避難カード
□	避難用マップ
□	飲料水（500ml 程度）	
□	携帯食（飴、チョコレート、	
　　　　　　　　　　栄養機能食品等）
□	携帯トイレ	
□	大判ハンカチ・手ぬぐい	
□	持病・常備薬	 	

□	運動靴・スリッパ（底の厚いもの）
□	懐中電灯
□	厚手の手袋（軍手	など）
□	飲料水
□	ヘルメット（頭を守るもの）
□	ホイッスル

□	運動靴
□	雨具
□	ヘルメット
□	厚手の手袋（軍手	など）
□	懐中電灯
□	携帯ラジオ
□	飲料水
□	非常食　すぐに食べられるもの
□	LEDランタン（予備電池も準備）
□	簡易トイレ
□	救急セット
□	タオル
□	防寒着
□	寝袋
□	消毒液・ウェットティッシュ
□	歯ブラシ・歯磨き粉（歯磨きシート）

（予備電池も準備）
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・災害は、いつでも、どこでも、だれのところにもやってきます。
・	『自分だけは大丈夫』などと考えずに、日ごろから備えることが大切です。

STEP1 意識を変えよう！

・	ハザードマップで身の回りで起こるかもしれない災害を知っておきましょう。
・災害の前兆現象についても、調べておくと良いでしょう。
・	警報や注意報、土砂災害警戒情報など、防災情報の意味を知っておきま
しょう。
・	いつ避難すれば良いか、どこへどんな経路で避難するのが良いかを調べ
ておきましょう。
・避難所が最適な避難先とは限りません。

STEP2 知っておこう！

・非常用持出し品を準備しておきましょう。
・自宅での避難などに備えて、備蓄品の準備もしておきましょう。
・家具の固定や窓ガラスの飛散防止など、家の中の安全確保も大切です。
・	避難する時は、ブレーカーを落とし、ガスの元栓や火の元を確認して、
二次災害の防止にも気を配りましょう。
・感染症対策も大切です。

STEP3 備えよう！

・命あっての私たちです。
・早めの避難と落ち着いた行動で、自分の身を守りましょう。
・避難の空振りは、良いことです。助かったのですから。

STEP4 命を守ろう！

自然災害に備えましょう
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　近年、私たちの生命を脅かすような自然災害が多く発生してい
ます。
　こうした自然災害による被害を最小限にしていくためには、自然
災害のメカニズムを正しく理解し、日頃から防災・減災への心構え
や備えをススメていくことが重要です。
　自然災害への正しい理解を深めることにより、災害に遭遇しても、
混乱に陥ることなく、想定外の事態にも落ち着いて対処できるよう
になり、冷静に、敏速に「生き残るための行動」に繋げることがで
きるようになるでしょう。
　ＯＹＯグループは、自然災害リスクの調査から、予測診断、被害
想定やリスク評価、リスク低減策の検討まで、防災・減災の実現に
向けた総合的なサービスを提供しています。
　自然災害リスクについての情報提供サービスや、アドバイザリー
業務も行っており、防災・減災に関する研修などへ、講師を派遣す
ることもできます。
　ぜひ、ＯＹＯグループの技術とリソースをご活用ください。
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